（様式２）
サウンディング市場調査　事前ヒアリングシート

〇　ご回答に当たっての留意事項
・空白の回答欄があっても構いません。
・回答に要する費用は、すべて事業者様のご負担となります。
・回答内容は、可能な限り具体的にご記入ください。
・本調査の結果は公表を予定しています。公表に当たっては、事前に参加事業者に公表内容の確認を行ったうえ、概要のみを公表します。また、本調査に参加した法人の名称や独自のノウハウに係る部分は、公表しません。
・企業ノウハウ等の秘密情報が含まれる場合は、その旨を明記してください。
※本調査は検討段階における意見聴取を目的とするものであり、事業の実施方式や参加資格を約束するものではありません。


〇　事前ヒアリング事項
　Ⅰ　事業者様の概要
　Ⅱ　事業計画に関するご意見
　Ⅲ　事業内容に関するアイデア・ご提案
　Ⅳ　事業手法に関するアイデア・ご提案
　　⑴　造成工事を含めた建築工事 PFI（BTOまたはBT）の参画意向等
　　⑵　造成工事DB＋建築工事PFI（BTOまたはBT）の参画意向等
　　⑶　望ましいと考える事業手法
　Ⅴ　ご質問


Ⅰ　事業者様の概要
	Ⅰ-１
	御社名（法人名・団体名）
	

	Ⅰ-２
	御社所在地
	

	Ⅰ-３
	担当部署・担当者名・
連絡先
	

	
	
	（TEL）

	
	
	（E-mail）

	Ⅰ-４
	業種
（複数✓可）
	□建設（土木・造成）
□建設（建築）
□設計コンサルタント（土木・造成）
□設計コンサルタント（建築）
□維持管理・FM
□運営（宿泊・食堂・研修支援 等）
□金融機関・ファンド
□その他（　　　　　　　　　　　　）

	Ⅰ-５
	PPP /PFIへの参画実績
	□有　□無
有の場合：事業名・発注者・役割（概要で可）

	Ⅰ-６
	大規模な造成を含む開発事業への参画実績
（PPP/PFI、DB等）
	□有　□無
有の場合：事業名・発注者・役割（概要で可）




Ⅱ　事業計画に関するご意見
	No.
	質問事項

	Ⅱ-１
	「南部中核拠点（五條県有地）整備基本計画［令和７年６月］」、「奈良県消防学校移転整備基本計画［令和８年６月］」では、南部中核拠点（コアゾーン）に消防学校・支援物資保管庫・格納庫・給油施設を整備することを予定しています。
これら施設の規模・配置・機能等に関し、御社から見た課題等がありましたらご記入ください。




	Ⅱ-２
	南部中核拠点（コアゾーン）の供用開始は令和17年度目標としていますが、供用開始の前倒し（例：令和16年度、15年度など）も検討しています。
御社が望ましいと考えるスケジュールについてご記入ください。
募集要項公表〜落札者決定までの期間の目安


落札後の詳細調査・詳細設計期間の目安


工事期間の目安



	Ⅱ-３
	南部中核拠点（コアゾーン）の供用開始を前倒しするため、御社側から見て必要となる条件があればご記入ください。


南部中核拠点（コアゾーン）の供用開始を前倒しするために、県が事前に把握・提示すべき情報があればご記入ください。



	Ⅱ-４
	本事業において想定される主なリスクと、望ましいリスク分担についてご記入ください。※該当するものに✓（複数✓可）
□地盤・地質条件の不確実性
□（造成も行う場合）土量バランス（場内完結、土砂搬出ゼロ目標に伴うリスク）
□建設コスト上昇リスク
□金利・物価変動リスク
□技術陳腐化・法令改正リスク（長期（15～20年）契約による）
□自然災害・大規模事故リスク
□需要・利用実績の変動（外部利用を行う場合等）
□その他（　　　　　）

上記のうち最も懸念されるリスクとその理由についてご記入ください。



最も懸念されるリスクを軽減するために、県に求めることがありましたらご記入ください。








Ⅲ　事業内容に関するアイデア・ご提案
	No.
	質問事項

	Ⅲ-１
	南部中核拠点（コアゾーン）に整備予定の施設（消防学校・支援物資保管庫・格納庫・給油施設）の機能、運営内容等に関して、ライフラインの確保、防災機能の向上、費用削減、脱炭素化等に資するアイデア・ご提案について、ご自由にご記入ください。









	Ⅲ-２
	南部中核拠点（コアゾーン）に整備予定の施設に関すること以外で、南部中核拠点（コアゾーン＋支援ゾーン）において、ライフラインの確保、防災機能の向上、費用削減、脱炭素化等に資するアイデア・ご提案があれば、併せてご自由にご記入ください。








	Ⅲ-３
	南部中核拠点（コアゾーン＋支援ゾーン）では、立地・広大な敷地を生かした平時活用を検討しています。防災に資する教育、研修、交流・イベント等、平時活用のアイデア・提案がありましたら、ご自由にご記入ください。
※有事の際に支障となる建物整備はできません。
※頂いたご提案については、内部検討に使用するものであり、公表しません。










Ⅳ　事業手法に関するアイデア・ご提案
⑴　造成工事を含めた建築工事 PFI（BTOまたはBT）の参画意向等
（前提）
・既存ゴルフ場用地を活用し、土砂搬出ゼロ（場内切盛バランス）を目標とする。
・想定土砂量は約54万m³（現時点の概算）。
	No.
	質問事項

	Ⅳ⑴-１
	造成工事＋建築工事＋維持管理等を一体で行う PFI（BTOまたはBT）事業手法とした場合の、御社の参画意向
□前向きに検討したい
□条件次第では検討可能
□あまり望ましくない／参画は難しい
※その理由（事業規模、リスク分担、融資、市場慣行等）



	Ⅳ⑴-２
	造成を含む一体型PFIの主なメリット・デメリットをそれぞれご教示ください。
□メリット（例：事業効果の早期発現、配置計画の自由度、ライフサイクル最適化等）


□デメリット（例：地盤・土量リスクの増大、資金調達負担等）



	Ⅳ⑴-３
	造成を含む一体型PFIに参画する場合、特に懸念されるリスク
※該当するものに✓（複数✓可）
□地盤・地質条件の不確実性
□土量バランス（場内完結の実現性、余剰土・不足土リスク）
□既存埋設物・廃棄物の存在リスク
□斜面安定・雨水排水に係る長期的な責任
□近隣住民対応（騒音・ダンプ動線・粉じん等）
□工期遅延リスク（調査・協議に時間を要する可能性等）
□その他
上記のリスクを踏まえ、特に「PFI に含めにくい」と感じるポイントと、その理由を具体的にご記入ください。



	Ⅳ⑴-５
	上記の（Ⅳ⑴-1）で「条件次第では検討可能」と回答いただいた方に質問します。
造成を含めた PFIにおいて、「こうした整理があれば参画しやすい」と考える点についてご教示ください。
※該当するものに✓（複数✓可）
□事業の前提条件
（参画に必要な条件、望ましい条件（維持管理のみとし運営は除く等））
□事業期間（参画に必要な条件や、望ましい条件）
□県の分担とすべきリスク
□事業費（参画可能な事業規模や、事業の支払い条件）
□参画するにあたり必要な情報
（地質調査、周辺ため池の水量・水質調査、各種環境調査等）
□スケジュール（提案に必要な期間や、今後の整備スケジュール）
□一定範囲を超える異常地盤等が判明した場合の金額・工期調整
□近隣調整・許認可に関する県の関与
□その他








⑵　造成工事をDB方式で発注し、その後に建築工事をPFI（BTOまたはBT）方式で別途発注した場合の参画意向等
	No.
	質問事項

	Ⅳ⑵-１
	造成工事DB＋建築工事PFI（BTO又はBT）とした場合の、御社の参画意向
□造成工事DBを前向きに検討したい
□建築工事PFIを前向きに検討したい
□造成工事DBを条件次第では検討可能
□建築工事PFIを条件次第では検討可能
□あまり望ましくない／参画は難しい
※その理由（事業規模、リスク分担、融資、市場慣行等）




	Ⅳ⑵-２
	造成工事DB＋建築工事PFI（BTOまたはBT）の主なメリット・デメリットをそれぞれご教示ください。
□メリット（例：事業効果の早期発現、SPC側から見た地盤リスクの低減等）


□デメリット（例：設計一体性の低下、責任分界の複雑化等）




	Ⅳ⑵-３
	造成工事DB ＋建築工事PFIに参画する場合のポイント
□造成完了時の出来形・地盤性能の保証内容（例：支持力・沈下量等）
□造成工事と建築工事の工程調整（引渡し時期・範囲）
□造成後地盤高・造成範囲が消防学校の建築計画に与える制約
□その他




	Ⅳ⑵-４
	上記の（Ⅳ⑵-1）で「条件次第では検討可能」と回答いただいた方に質問します。
造成工事DB＋建築工事PFI（BTO又はBT）において、「こうした整理があれば参画しやすい」と考える点についてご教示ください。
※該当するものまたは重要と考えるものに✓（複数✓可）
□事業の前提条件
（参画に必要な条件、望ましい条件（維持管理のみとし運営は除く等））
□事業期間（参画に必要な条件や、望ましい条件）
□県が負担すべきリスク
□事業費（参画可能な事業規模や、事業の支払い条件）
□参画するにあたり必要な情報
（地質調査、周辺ため池の水量・水質調査、各種環境調査等）
□スケジュール（提案に必要な期間や、今後の整備スケジュール）
□一定範囲を超える異常地盤等が判明した場合の金額・工期調整
□近隣調整・許認可に関する県の関与
□その他（例：責任分界を図示した資料、標準的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ条件の提示等）








⑶　望ましいと考えられる事業手法
	No.
	質問事項

	Ⅳ⑶-１
	本県では、公共施設の整備等に県が自ら整備等を行う従来手法に優先して、多様なＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入を検討するため「奈良県ＰＰＰ/ＰＦＩ手法導入優先的検討規程」を定めています。この趣旨を踏まえ、御社が望ましいと考える、事業手法（参画可能な手法や造成・建築工事の組み合わせ）、県と民間事業者それぞれの事業範囲、事業スキームについて、ご自由にご記入ください。






















Ⅴ　ご質問
	No.
	質問事項

	Ⅴ-１
	本事業に関するご質問があればご記入ください。
※対話実施時に回答いたします。
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